
女性求職者向けデジタル活用スキル習得支援事業 【さいたま市】

・本市の女性の就業率は上昇傾向にあるが、Ｍ字カーブの底は、
埼玉県及び全国と比較すると深いＭ字となっている状況が続いて
いる。また、女性の正規雇用労働者比率は、20代後半でピークを
迎えた後、低下を続けており、出産・育児等を理由に退職した後、
非正規雇用で再就職する女性が多いと考えられる。
・市内企業においては、少子高齢化等による人手不足が加速して
おり、市内企業の４割弱が、経営上の課題として、人手不足を挙げ
ている。

地域の実情と課題

埼玉労働局、ハローワーク、さいたま商工会議所、さいたま市産業
創造財団、埼玉県女性キャリアセンター、埼玉しごとセンター（埼玉
県就労支援施設）、さいたま市男女共同参画推進センター、さいた
ま市ひとり親家庭就業・自立支援センター、ワークステーションさい
たま（さいたま市就労支援施設）

連携団体

申込者数について、定員を超えたものの、決して多いわけではな
かった。要因として、講座の実施方式を対面形式としたことにより、
参加へのハードルが上がってしまったことが考えられるが、対面形
式には、講座中の即時のサポートが可能であること、受講者同士
の交流によるモチベーションの維持・向上が図れるなど、メリットも
大きいため、今後について、様々な実施方式のメリット・デメリット
を踏まえながら検討していく。

今後の課題

受講者へのアンケート調査において、９割の方が、今後に活かせ
るスキルを習得でき、就職意欲も向上したと回答するなど、講座を
通じて、女性求職者のスキルアップを図ることができた。また、受
講者２８名中２２名が就職、うち市内企業等への就職は１６名とな
り、女性の就業率の向上及び市内企業等の人材確保に寄与する
ことができた。

事業の効果

【目的】
デジタル分野への就労に資するデジタルスキルや就労後の実務
で必要とされるビジネス知識を習得する講座を実施し、女性求職
者のスキルアップを図る。併せて市内企業とのマッチング支援等を
実施することで、女性の早期就労・安定就労を支援するとともに、
市内企業のDX推進における人材確保を図る。
【目標】
本事業に参加した女性の就職率７０％ ⇒ ７８．６％（実績）

目的・目標

・デジタルスキルだけではなく、マーケティングやプレゼンテーショ
ン等のビジネス知識も習得することで、企業の求める人材の育成
を行う。
・２つのコース（１か月コース、２か月コース）を設定することで、自
身に合った講座の選択が可能。
・マッチング支援だけではなく、未就職者へのフォローアップ支援
や就職後の定着支援を行うことで、早期の就職及び離職防止への
支援を実施。

事業の特徴

個別事業費 １４，３４４ 千円

交付金額 ６，７５０ 千円

事業番号 １



事業の概要

令和６年度 女性求職者向けデジタル活用スキル習得支援事業

ゼロから学ぶ Ｗｅｂサイト制作と実践パソコンスキル講座

１ 事業概要

市内在住の女性求職者を対象に、「デジタルスキルに関する講座」及び「ビジネス知識
に関する講座」を一連の講座として、「１か月コース（基礎）」と「２か月コース（応用）」の２
つのコースを対面形式にて実施。併せて、市内企業とのマッチング支援、未就職者への
フォローアップ支援、就職後の定着支援を実施。
講座期間は、１か月コースが２０日間、２か月コースが３９日間。

【デジタルスキルに関する講座】
・ビジネスソフト（Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ）演習、Webサイト制作実習、生成AI等
・２か月コースでは、「Webクリエイター能力認定試験（スタンダート）」の試験対策を
 実施。

【ビジネス知識に関する講座】
・マーケティング戦略、データ分析の基本、エニアグラム、プレゼンテーション実習等

【マッチング支援・フォローアップ支援・定着支援】
・マッチング効果を高めるため、就職支援講座（求人の探し方、応募書類の作成、
面接対策等）を実施。

・受講者と市内企業とがマッチングする機会として、企業説明会（４社）を実施。
その他、受講者に対し、適宜求人情報を提供。

・未就職者に対し、個別相談や研修等のフォローアップ支援を実施。
・就職者の離職防止のため、個別相談やヒアリング等の定着支援を実施。

２ 受講者
・１か月コース：８名
（申込者９名・選考８名・辞退０名）

・２か月コース：２０名
（申込者３０名・選考２２名・辞退２名）

※講座開始直前の辞退のため受講者の
 補充は行わず。

３ 実績
・受講者２８名のうち２２名が就職（就職率78.6％）
・就職者２２名のうち１６名が市内企業へ就職

【講座の様子】
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